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地域の間伐材を利用した木材工法の品質管
理と工事現場での工程管理の強化による生
産性および売上げの向上 和歌山県
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主として地域の間伐材等を利用した自然
復元化工法の開発・提案と資材販売およ
び施工

子供を自然豊かな地元で育てたいとの思いで、以前
は地元和歌山から大阪まで通勤し働いておりました
が、数十年先や今の子供たちとの時間を考え、地元
での転職を決意し、探していたところ当社の求人を
見つけました。以前の電気関係とは変わってしまい
ますが、当社の自然への思いや森林における環境問
題に特化した工法、商品に惹かれ入社を決めました。
現在では工事関係だけでなく、会社の様々な業務を
まかせて頂き、やりがいをもって業務に励んでいます。

第 5 回和歌山県けんさんぴん建設資材フェア (7/8、
和歌山ビッグ愛 ) の当社展示ブースに来訪されたお
客様に対応する瀧川氏 ( 右端 ) の様子。地域の豊富
な間伐材を組合わせた木材利用工法の PR 活動を行
い、地域産業の魅力を発信しました。

土木の分野では、昔からコンクリートと鉄を使う
ので自然とは縁遠い分野ですが、そのような土木
中 心 の 発 想 の 中 に も 自 然 を 支 え る 産 業 や 技 術 が
あっても良いと考えています。もともと日本は木
の文化でした。工法次第で土木分野にも多くの木
を使用することができ、地域に木の循環が生まれ、
地域に貢献できます。瀧川氏にこの話をしたとこ
ろ、同じ地元の自然を愛する仲間として意思疎通
が図れ、入社が決まりました。ゆくゆくは当社の
工事部長としてリーダーシップを発揮するだけで
なく、地方に豊富な間伐材を地産地消できる産業
分野をさらに大きく発展させて地域創生に貢献し
てほしいと思います。

1 級電気施工管理技士を取得し、大阪で電気
工事の設計や見積、現場管理を 10 年以上経
験

主な経歴：

代表取締役

役職名： ---

瀧川 翼 氏

年　齢： 33 歳
家族構成：妻、子供
出身地： 還流ルート：和歌山県 転居なし
業務遂行手段： 事務所での業務

当社は、地元の豊富な間伐材を複合的に絡み合わせた工法を開発・提案することにより、地域の有用資源を活用
した「自然と人と社会の共利共生する空間」の整備を推進しています。
間伐材利用工法は和歌山県の県内開発建設技術に登録されて以来、県発注工事の引き合いが近年急増してきまし
た。しかし、工事現場を任せられる人材が不足していることや、すでに社員１人あたりの担当工事量がオーバー
ワークの状況では複数の受注に対応できないのが現状です。品質確保と売上拡大とに向けた工事担当者の確保・
育成が当社の最大の経営課題です。

品質確保と売上拡大に向けた施工管理者の確保・育成

本年 6 月の入社直後は現場の仕事を一通り覚えてもらいましたが、いまでは発注者 ( 県や町の担当者 ) や元請・
下請・現場作業員との適切なコミュニケーション能力を身につけること、および工事現場での工程管理を習
得することがミッションです。さらに、ゆくゆくは工事部長としてリードしてもらうために、土木施工管理
技士１級の資格を取得することもミッションにしています。幸い、職場内の他の若手社員も資格取得の勉強
中なので、互いに切磋琢磨しながら知識・経験・スキルをスパイラルアップしてもらいます。社員の知識・
経験・スキルがレベルアップすれば、当社の技術や品質が向上し、お客様の確固たる信頼を勝ち得て、当社
の持続的発展につながると確信しています。

工事部を纏めるリーダーシップ

瀧川氏が当社への入社を決意したのは、会社業務の一端を分担するのではなく業務全体に関与できると感じた
こと、および愛する地元の自然保護にも役立つ仕事だと感じたことが理由でした。その言葉通り、入社後は間
伐材の品質・工法管理をはじめ、自ら進言して工事現場に出て、全工程の管理などの複雑な作業を積極的にこ
なしてくれました。その結果、竣工までの工事期間が短縮され、生産性向上ひいては売上向上に貢献しました。
さらに、第 5 回和歌山県けんさんぴん建設資材フェア (7/8、和歌山ビッグ愛 ) や建設技術展 2022 近畿 (11/9
～ 10、インテックス大阪 ) 等の当社展示ブースでは、地域の豊富な間伐材を複雑に組合わせた木材利用工法の
営業活動をおこない、地域産業の魅力発信に貢献しました。

工事納期短縮による生産性向上と展示会での間伐材工法の魅力発信

楠部 勝巳 氏

株式会社クスベ産業58 和歌山県


